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京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222‒0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723‒4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館
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京都画廊連合会ニュース

　京都工芸美術作家協会は、京都を中心に活躍する工芸美術作家の団体として、多岐
にわたる分野の作家が参加し、1946（昭和21）年に設立された。爾来、我が国の工芸
美術界を蓄積された伝統と豊富な才能によりリードしてきている。
　今回、大阪・関西万博の開催を歓迎して、“煌―KOGEI・つながる未来―”の標題
の下、「創立80周年記念 京都工芸美術作家協会展」が、京都文博３階で開催されて 
いる。
　会場に並ぶ実に多彩な分野での会員作家の新作による力作約200点は、京都におけ
る工芸美術の技の奥深さや斬新さ、またそれぞれの意匠に施された個性的な美意識を
感じる好機械である。

　宋元仏画は中国の宋・元時代に制作された仏教絵画だが、中国では既に多くが失われ、現存する
作品は日本に伝世してきたものがその大半を占めている。日本は中世以来、宋や元と直接交渉をも
ち、多くの仏教文物を舶載してきたが、仏画はその中で最も珍重されるもののひとつであり、寺院
で尊ばれるだけでなく、絵師の手本となるなど、美術史上で規範的な役割を担うなど、日本文化に
深く浸透して、長い時間をかけて大切に伝えられてきたものである。
　歴史ある寺院の集中する京都は、宋元仏画を多く擁する地であり、開催にあたってはおのずと 
京都に伝わる文化財が主軸となる。本展は「宋元仏
画」という隣国の美術に焦点を当て、中国当地での
制作の背景を辿ると同時に、これらを舶載し自国の
文化に取り入れてきた我が国の国際性や包容力、多
様性をあらためて見直す好機会となる。
　但し、前期（9/20～10/19）と後期（10/21～11/ 
16）で大幅な展示替えがあるため、前・後期の２枚
セット券が便利）

と　き／８月30日（土）～９月15日（月・祝）10：00AM～７：30PM
ところ／京都文化博物館３階総合展示室
　　　　京都市中京区三条高倉　☎075-222-0888

と　き／９月20日（土）～11月16日（日）９：00AM～５：30PM
ところ／京都国立博物館（祝日以外の月曜と10/14、11/4休館）
　　　　京都市東山区茶屋町527　☎075-525-2473

創立80周年記念

京都工芸美術作家協会展

宋元仏画
―蒼

う

海
み

を越えたほとけたち

国宝「孔雀明王像」
中国北宋時代
（11～12世紀）
京都・仁和寺蔵
（前期展示）

曾我蕭白「群仙図屏風」（左隻）
江戸時代（1764）　文化庁蔵（前期展示）

展覧会リーフレットより

→11/24池大雅展　大雅からのたより 未来へのおくりもの 
京都府×京都市  
新指定文化財今井憲一－幻想とリアルのあわい

創立80周年記念 京都工芸美術作家協会展　煌（きらめき）－KOGEI・つながる未来－

青の祓魔師（エクソシスト）展
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上田ミチヨ 
創作服・着物リメイク 
ソーイング教室発表会

「流動する真実」 
日中国際現代美術対話展

落語
会

音楽
会

音楽
会
音楽
会

音楽
会

音楽
会
音楽
会
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会

音楽
会
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会

KYOTO 
CRAFT 
FLOW 2025

音楽
会
音楽
会

令和７年度京都府ミュージアム
フォーラム合同展覧会
「カタチとモヨウ」

休
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京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内

761-4111

3F

4F

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市 　　　
京セラ美術館
左京区岡崎公園内
771-4334

本　館

東 山
キューブ

別館 1F

別館 2F

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

美術工芸
サロン

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
050-1790-3000

画　廊

アート
サロン

６ Ｆ 
イベント
ホ ー ル

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 泉 屋 博 古 館
左京区鹿ヶ谷宮ノ前町24　771-6411

企 美術館「えき」KYOTO
京都駅ビル京都伊勢丹7F隣接　352-1111
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貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 イラストギャラリー・トララ
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 アートスポット櫻奏
東山区八坂通大和大路東入南入　090-3945-7492

企 Art Space 癒 心 庵
長岡京市今里畔町24-8　951-2788

企 ARTES ERYSION
中京区姉小路通寺町西入　600-0469

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→11/16

→10/13
→12/7

→12/7

→10/5

→10/8

→10/6

→12/14

→10/6

→11/18

きもののヒミツ　友禅のうまれるところ
不安の時代の芸術／新収蔵記念・巨勢小石 
明治時代の日本画／カリカチュアとしての版画 2025年度 第２回コレクション展 京近美の工芸－近年の収蔵作品より 

日本の洋画：藤原彰氏コレクション

特別展　宋元仏画－蒼海（うみ）を 
越えたほとけたち

どこ見る？どう見る？西洋絵画！ルネサンスから印象派まで　サンディエゴ美術館 feat. 国立西洋美術館

民藝誕生100年－京都が紡いだ日常の美

LINK展22
第41回 
読売書法展 
関西展

第41回 
日本京都・中国陜西書画 
合同展併催第10回日本・
中国学生書法合同展

第51回 
公募昭和美術会展

第40回記念 
隨風會書法篆刻展

第78回示現会京都展 第10回 
同じ刻を生きる作家展
第16回写真と美術と工芸の 
文化交流展「写楽彩」2025

草間彌生　版画の世界
－反復と増殖－

Hello Kitty展
－わたしが変わるとキティも変わる－

第112回日本水彩京都 
巡回展　第23回日本 
水彩関西支部合同展

第４回 
龍子会書展

第50回京都きりえ展
令和７年度 
京都書道連盟展第29回～40周年記念～ 

日下部美術教室展
第55回 

京都写真芸術家協会展
第101回創紀展 
（美総合）

新槐樹社京都支部展 
（美総合）

光陽会京都支部展 
（洋画）

選抜京都 
現代水墨
展

第57回京都 
医家芸術展

日本美術会 
京滋連絡会展

装研会展 
（表装）

第49回大王会展 
（美総合）

第21回仲々会展 
（洋画）

〈没後50年記念〉企画展 「堂本印象と大阪」　【併催】第６回京都工芸美術作家展 展示替えのため休館

志
水
堅
二

展 大自然のエネルギー
－躍動－今西方哉　染付展 緑寿記念　木具師 

橋村萬象展

山羽春季展
－精霊たちは花園にいる－ 紬人の会Ⅲ

木
工
芸
の

技
と
美
展

Polaris  
－輝く精鋭作家たち－ 八木 明　陶展 豊海健太　個展

「メタモルデコレーション」
大
西
未
沙
子

ガ
ラ
ス

渡辺大輔　陶展 崔 龍熙　陶展 坂口 健　作陶展 ～作家30周年記念～
重水雅彦　硝子彫刻展

田中達也展「みたてのくみたて」

山村 祥
絵画展

～心地よきかな～

英国流ユーモアの魅力 
アノラ・スペンス絵画展 成田 康　洋画展 ECHO－京都芸術大学 

通信教育課程芸術家展－
鳳の夢 
淺野由大展

夛山祐子
日本画展
～ひとり歩き～

藤田武志・久美子　彩漆画展
～うるし絵と器たち～ 麻田博子展 Take a Step ! 

NUA選抜日本画展
XINｓ 

蔡 詠欣　木版画展

9月は休館いたします。

月曜・木曜休館

休館 生誕151年からの 
鹿子木孟郎－不倒の油画道－

円空展 330年の祈り　彫り宿る、円空の魂！

アート 
マルシェ

常設展

川原史絵の 
Relil Denim展 
（月曜休廊）

常設展（火曜日11：00～13：00、水曜日11：30～13：00） 
他の日は予約制

「西洋陶磁器・ガラス工芸展」
毎週火・金曜日（祝日は休館・完全予約制）

時間【10：00～16：00】午前・午後 各一組　 
４名まで　予約の受付時間【９：00～15：30】

小原古邨展
毎週火・金曜日（祝日は休館・完全予約制）時間【10：00～16：00】
午前・午後 各一組４名まで　予約の受付時間【９：00～15：30】

休廊（アポイント制） 安河内蘭日本画展 島田 茂＆勝又 優 
日本画展

染工房　真朱展
展示
会
予定

深谷いずみ 
作品展 B展
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〔今月の展覧会より〕

はっ・とび２ 展
と　き／９月13日（土）～９月21日（日）10：00AM～５：30PM
ところ／ギャラリー鉄斎堂
　　　　京都市東山区新門前通東大路西入ル梅本町262　☎075-531-6164

　国内外で310万人が来場し、SNSでも大人気の「MINIATURE LIFE」展の新しい展覧会が京都で開催される。ハンバー
ガーのパラシュートで空を飛んでみたり、バウムクーヘンが虹になったり、お寿司の車が走ったり…。ジオラマ用の人形
と身近な日用品を組み合わせて別の物に見立て、ユーモアたっぷりも小さ
な世界を創り出している。
　本展では、［HOME］［FORM］［COLOR］［SCALE］［MOTION］［LIFE］
［WORLD］と７つのゾーンに分け、それぞれの角度から、田中達也の発
想の秘密を、写真と立体あわせて約160点の作品で解き明かす。フォトス
ポットになる大きなオブジェ、大人気絵本のキャラクターも新登場。写真
撮影だけでなく、楽しくなる参加できる展覧会だ。

「はっ」という意気込みで、今よりも一段上へ

　はっ・とび２は、日本画とは何かを考えながら歩
をすすめています。一つの題材に時間をかけて向き
合うことで、ものの変化、動きを見つけ、生き生き
とした表現を創作するためのグループです。ご覧い
ただきご感想などいただけたら幸いです。

出品作家
飯嶋智恵、石黒紀子、伊藤髟耳、伊藤みさと
大町　遊、小田切恵子、杉山　紅、永野浩子
林　克彦、安惠隆司

田中達也展 ― みたてのくみたて
と　き／９月12日（金）～10月６日（月）10：00AM～６：30PM
ところ／京都髙島屋７階グランドホール
　　　　京都市下京区四条河原町西入ル　☎075-221-8811

伊藤髟耳「花々―L」

大町遊
「夜に咲く」

林克彦
「三浦一壮像」

石黒紀子「ガーベラ」杉山紅「野の花」

「おすしがふくをかいにきた」

田中達也（1981～）
ミニチュア写真家・
見立て作家

「この波にかける」「こーんなバッグはいかがでしょう？」「なんでも現代美術館」
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〔今月の展覧会より〕

今度の展覧会のためのひとこと　司 修
《ヒロシマ・トマト》とは私の造語です。
ちひろ美術館での、絵本原画『まちんと』と、『みにくいあひるの子』などの展覧会のために考えだしたものです。それは、
小学校５年生が書いた詩からでした。これしかないと思ったのでした。
よしこちゃんが／やけどで／ねていて／とまとが／たべたいというので／お母ちゃんが／かい出しに／いっている間に／
よしこちゃんは／死んでいた／いもばっかしたべさせて／ころしちゃったねと／お母ちゃんは／ないた／わたしも／ない
た／みんなも／ないた （無題─佐藤智子（広島市南観音小学校５年）『詩集　原子雲の下より』青木文庫）　　

司 修　Tsukasa Osamu
1936　群馬県前橋市生まれ　　　中学卒業後、独学で絵を描き始める
　　　自由美術協会会員を経て、’64年主体美術協会の創立に参加（’90年より無所属）
1976　『金子光晴全集』の装幀により講談社出版文化賞
1978　『はなのゆびわ』により小学館絵画賞
1986　池田20世紀美術館で〈司修の世界〉展
1989　「バー螺旋のホステス笑子の周辺」が芥川賞候補
1993　「犬」（『影について』所収）で川端康成文学賞
　　　日本橋三越他で朝日新聞社主催「司修挿絵展－小川国夫『悲しみの港』」
　　　同年、第36回安井賞審査員
2007　『ブロンズの地中海』で毎日芸術賞
2008　「両洋の眼展」で河北倫明賞
2011　群馬県立近代美術館で「司修のえものがたり－絵本原画の世界」開催
　　　『本の魔法』で第38回大佛次郎賞
2014　『絵本銀河鉄道の夜』（偕成社）、『幽霊さん』（ぷねうま舎）刊
2015　『Ōe－60年代の青春』（白水社） 刊
2016　第26回イーハトーブ賞受賞（花巻市）
2017　岩波書店『図書』表紙及びエッセイ連載開始（2021年12月まで毎月）
2020　『空白の絵本－語り部の少年たち－』（鳥影社）刊
2023　『私小説・夢百話』（岩波書店）刊
2024　『さようなら大江健三郎こんにちは』（鳥影社）刊
2025　ちひろ美術館（東京・安曇野）で絵本『まちんと』『みにくいあひるのこ』原画展

司 修 展
ヒロシマ・トマトと多くの思い出

と　き／９月９日（火）～９月21日（日）12：00～７：00PM
ところ／ギャラリーヒルゲート（月曜休廊）
　　　　京都市中京区寺町三条上ル　☎075-231-3702

特別展・民藝誕生100年
～京都が紡いだ日常の美～

　思想家の柳宗悦、陶工の河井寛次郎、濱田庄司が京都に集うことで始まった「民藝」運動。木喰仏（もくじきぶつ）
の調査旅行をするなかで議論を深め、1925（大正14）年「民衆的なる工芸＝民藝」という言葉
が生まれた。このたび、「民藝」という言葉が誕生して100年を迎えるに
あたり、特別展「民藝誕生100年－京都が紡いだ日常の美」が開催され
る。
〔京都と民藝の深いつながり〕
　1923（大正12）年関東大震災で被災し、翌年に京都へ転居、約10年に
わたって居住した柳宗悦。「民藝」という言葉はこの京都で柳らの交遊
によって生まれ、彼らは京都の朝市などで雑器の蒐集を本格的に開始し
ます。「民藝」の歩みは、明治末から大正、昭和へと社会が近代化する
中で、人々の衣食住の概念を変革させていくものであり、その活動は 
京都から日本そして世界へと広がっていった。
本展のみどころ
　「民藝」という言葉が誕生するきっかけとなった木喰仏をはじめ、上加茂民藝協団で活動した黒田辰秋、青田五良
の作品や、「民藝館」「三國荘」のために制作
された河井寛次郎、濱田庄司、バーナード・
リーチらの工芸作品、柳宗悦らによる日本全
国の蒐集品や、芹沢銈介、棟方志功などの民
藝関連作家の優品が展示される。また英文学
者の寿岳文章、京菓子の鍵善良房、牛肉水炊
きの祇園十二段家、民藝の建築を推し進めた
上田恒次など京都における民藝運動の推進者
や支援者をめぐる作品や資料などとあわせ、
京都と民藝との関わりが総合的に紹介され
る。

と　き／９月13日（土）～12月７日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館本館南回廊１階
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-8344

「木喰上人（地蔵菩薩像）」
日本民藝館蔵

旧上田恒次家住宅
（撮影：原田祐馬）

松乃鰻寮（旧松乃茶寮）
一階応接室

式場邸　一階応接間
（撮影：川島智生）



－　－5

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 ㊋ 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231 3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551 9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入ル　211 5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総 　492 3083

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771 8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525 1717

企 貸 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212 9793

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221 0979

ギャラリー花友じゅらくだい
上京区智恵光院中立売上ル　451 6005

貸
東山区四条通縄手東入　551 3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221 3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708 7898

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771 1011

1F

2F

貸 企 ギャラリー胡々湾
東山区神宮道三条上ル　090 8367 1460

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 ㊋ 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221 2767

企
中京区寺町通御池上ル　221 6401

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532 2616

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751 9238

貸 企 ギャラリー Space 妙
左京区松ヶ崎堀町1-1　

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251 0522

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531 6164

ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090 7095 0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231 6632

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461 0427

【他所で見たい展覧会】
「万博・日本画繚乱―北斎・大観・そして翠石」展：７月19日（土）～９月28日（月）
「お散歩。展」：９月20日（火）～11月16日（日）
「小出楢重―新しき油絵」展：９月13日（土）～11月24日（月休）

（土）～2026年１月４日（日）
「特別展・非常の常」展：６月28日（土）～10月５日（日）
「没後90年・橋本平八展」：８月２日（土）～10月13日（日）
「特別展・根来 NEGORO、赤と黒のうるし」展：９月20日（土）～11月９日（日）
「山崎隆夫、その行路―ある画家／広告制作者の独白」展：９月20日（土）～ 11月16日（日）
「奈良ゆかりの現代作家展 安藤栄作―約束の船―」展：９月13日（土）～11月16日（日）
「澤乃井櫛かんざしコレクション」展：９月６日（土）～10月13日（月・祝）
「秋季特別展・繕の茶道具」展：９月３日（水）～12月７日（日）

→10/5

→10/5

→10/5

→10/5

→10/5

→10/5

→10/11

木版画常設展（貸画廊受付中）

浮世絵・木版画。新版画常設

黒川正樹展（半磁器） 
（木曜定休・水曜不定休）

井倉幸太郎展 （青白磁） 
（木曜定休・水曜不定休）

７～９月頃まで休廊とさせていただきます。

日本画常設展（土日祝休廊）

リユース着物 
着物リメイク 
マイkimono 
永井舞

廊
休 手づくり工房　クラフト作品展 

浪漫堂　谷内恵美（月曜休廊）
天然石と花の 
インテリアアート 
作品展　田中亜紀子

蒼遊会 
グループ
絵画展

五人展 
巳年生まれ

tamaki　UGATSU（会期中無休） 
（9/17以外作家在廊予定）

杉村賢司　志野茶盌＆ 
いろいろなやきもん展

辵璽林 
辵展
「そら」

万博と日本の祭り展 
（風の盆、阿波踊り、ねぶた祭、 園祭）　松本祐佳

ロシア・ウクライナ出身画家作品展 
（貸画廊受付中）

ＴＡＤＡＩＭＡ 
馬場良子作品展 
（鉛筆画）

居七十七 
木の器
作品展

フランス
スケッチ紀行展 水彩画六人展 第20回

京睦展

塚田圭以子日本画展 
－空中楼閣－

亀山玲子日本画展 
－凛々いまよう－

龍谷大学 写真部
新人展

京都市立芸大美術教育研究会
双線美術展 大嶋敏子個展 第43回

街道展
磯部隆個展 
（洋画）

長谷川敦子個展 
－元へと辿る－

宮本英雄
展 

（洋画）

樋桁千波展 
（平面）

休廊

川村紗耶佳展（版画） 
（月曜休廊）

比佐水音展 
（平面） 川上

力三展 
（陶芸）北川麗展 

（平面）
版画の庭展（版画）　祝うか・末高紗桜理・陳憶誠・

本岡千尋・吉浦眞琴（他13名）（月曜休廊）
宇都宮利佳展 
（平面）

貸ギャラリー受付中 『きつねの
　きせつ』

喜楽会
（日本画）

貸ギャラリー受付中

夏季休廊

夏期休廊 黒瀬 剋 展（平面） 
（月曜休廊） いまふくふみよ展

福西数身
展 

－空間と
　時間－

貸ギャラリー受付中 □覚（しかく）反応
実験展「ゴロゴロ」

日本画・洋画・古書画常設展

常設展 はっ・とび２展 
（会期中無休） 常設展

夏期休廊

八幡はるみ展「GARDEN 2025」（染織） 
（月曜休廊）

白崎信子ガラス作品常設展



－　－6

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 ㊋ 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231‒3702

1F

2F

奥庭
空間

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221‒0117

3F

4F

5F

貸 企 ギャラリー八坂茶閑
東山区八坂通り小松町565　080-1155-0710

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
下京区下之町57-1 市立芸術大学C棟1階　585-2010

京都市立芸術大学資料館
下京区下之町57-1 市立芸術大学C棟1階　585-2010

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ¹⁰⁄₁
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 ㊋ 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541‒1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

玉 山 名 史 刀
東山区三条通神宮道西入　708-8210

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 貸 ビニールテープ（旧 後素堂）
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」

2F
「花」

〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当連合会のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  

 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。
発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）http://www.kyoto-art.net/

→10/5

→10/5

→12/21

→10/5

→10/5

→10/7

→10/19

→10/5

→11/24

→10/5

大森 啓・長谷川宏美 
 二人展

 司 修 展（月曜休廊） 
ヒロシマ・トマトと多くの思い出 

 （油彩･水彩･パステル･銅版･木版･CG）

布施知子展 
 （折紙）

橋本哲史
（平面・立体）

鳥海太郎　版画展 
 （木版・銅版）

ENNEN
FACTORY
版画展

鐵羅 佑 個展 五千度の庭（鉄造形）（月曜休廊）

日本画常設展（月曜定休）

夏期休廊

宇野真太郎（木彫）

未定佐久間花音 
（インスタレーション）

韓国人作家20人展 
（平面）

池上杏朱・高瀬優月 
（彫刻）

坂本大地
（染織）

夏季休廊

夏休み 河井一喜　陶展 
（月曜休廊）

吉田はつみ 
ウェアラブル 
アート

「坂本龍馬と酢屋」常設展

常設展（水曜・日曜休廊） 休廊 藤井蓮作品展 
（10/1休廊、10/5開廊）

黒崎 彰 七回忌展

　「秋を楽しむ器　アラカルト」（秋冬に向けたテーブルウェアのご紹介） 
（月曜休廊・15日営業）

貸画廊受付中

KCUA OPEN CALL EXHIBITIONS 2025年度申請展 包摂とQ
作家：中村太一長谷川由貴繁殖する庭プロジェクト（小宮りさ麻吏奈＋鈴木千尋）

水木塁（月曜日休館・９月15日（月・祝）は開館）

京都銀行　京都市立芸術大学コレクション 
－美術研究支援制度25周年記念展－

影の残影（Co-program） 
Shadow of the Shadow
戦争と学校と子どもたち－戦後80年をむかえて－ 

（水曜休館）

清永安雄 写真展

立命館大学写真研究会 
「燦々」

須藤敏浩・別所とあ子 
写真展「ようこそ不思議の館へ」 ３人展 長谷 均

写真展

Kaolin－日韓交流展－ 京焼・ 
清水焼展 うつわ男子展

洋々会 第10回初音学区 
文化作品展

最新の情報は、当館HPにてご確認ください。（月曜休館　祝日の場合は開館し翌平日休館）

常設展示（土・日・祝は休廊）10：00～18：00

常設展／美術刀剣・刀装具・兜・鎧など武具全般

常設展

画廊企画常設展

明治・大正・昭和名作発掘品展　 
（日曜・月曜休廊）


